
平成22年度の健康保険と介護保険の決算まとまる

日揮健康保険組合 第93号平成23年10月

　当組合の平成22年度の健康保険と介護保険の
決算（案）が、去る７月26日に開催された組合
会において、原案どおり承認されましたので、
その概要についてお知らせします。

【経常収支】
　健康保険の決算は経常収支で、平成20年度から３
年連続の赤字となりました。健康保険収入の減少と
保険給付費の増加および高齢者医療制度に対する納
付金・拠出金の負担がその主要因となっており、こ
の２つの経費で、健康保険料収入に対する割合は
96％となりました。
　予算では２億36百万円の経常赤字を見込んでいま
したが、保険給付費と保健事業費が見込み額を下回っ
たことから１億25百万円にとどまり、別途積立金か
らの補填（繰り入れ）は90百万円に減少しました。（表
－１を参照）
　平成23年以降も経常収支の赤字が見込まれています。
　なお、平成18年度から平成22年度の５年間の経常
収支の推移は図１のとおりです。
 

健康保険の経常収支は３年連続の赤字 

図1　平成18年度～平成22年度の経常収支額の推移
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平成22年度決算概要表（健康保険勘定）
科　　目 決算額（千円）

総

収

入

健 康 保 険 収 入 2,689,622

調 整 保 険 料 収 入 52,016

繰 入 金

( 内別途積立金繰入 )

107,860

（ 90,000）

国 庫 補 助 金 収 入 1,884

財政調整事業交付金 48,765

雑 収 入 28,701

計 2,928,848

総

支

出

事 務 費 104,807

保 険 給 付 費 1,861,046

納 付 金・ 拠 出 金 720,983

保 健 事 業 費 167,614

財政調整事業拠出金 50,477

そ の 他 6,629

計 2,911,556

収入支出差引額 17,292

経
常
収
支

経 常 収 入 2,736,183
経 常 支 出 2,861,044
経常収支差引額 ▲ 124,861

決算
報告
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【総収入】
　別途積立金からの繰入金90百万円を含めた総収入
額は、対前年度決算額と比較して２億25百万円減

（7.15％減）の29億29百万円となりました。
　総収入の主な部分を占める健康保険収入は、標準
報酬月額・標準賞与額が前年度実績を下回ったため、
対前年度決算額と比較して32百万円減（1.21％減）
の26億90百万円となりました。
　なお、平成18年度から平成22年度の５年間の総収
入の推移は図２のとおりです。

【総支出】
　総支出額は、協会けんぽの保険料率大幅引き上げ
の抑制策として、前期高齢者納付金と後期高齢者支
援金の算定方法が総報酬割に変更されたため、当初
金額より55百万円の増額となりました。しかし、保
険給付費と保健事業費が見込額を下回ったため、対
前年度決算額と比較して１億43百万円減の29億12
百万円となりました。
　なお、平成18年度から平成22年度の５年間の総支
出の推移は図３のとおりです。

【収入支出差引額】
　この結果、平成22年度の決算は、収入支出差引で
17,292千円の黒字となりました。（表－１を参照）

【決算残金処分】
　収入支出差引残の17,292千円は決算残金処分を行
い、このうち財政調整事業繰越金1,505千円を平成23
年度に繰り越し、残額15,787千円を別途積立金に積
み立てることにしました。

【総収入】
　収入総額は、前年度と比較して49百万円増の２億
83百万円となりました。

【総支出】
　支出総額は、23百万円増の２億55百万円となりま
した。

【収入支出差引額】
　収支は、27,540千円の黒字となりました。（表－２
を参照）

【決算残金処分】
　これにより、決算残金処分として27,540千円を介
護準備金に積み立てることにしました。

介　護　保　険

（表－２）
平成22年度決算概要表（介護保険勘定）

科　　目 決算額（千円）

  総

  収

  入 

介 護 保 険 収 入 282,961

繰 入 金 0

雑 収 入 38

計 282,999

  総

  支
  出

介 護 納 付 金 255,236

介護保険料還付金 223

計 255,459

収入収支差引額 27,540
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図2　平成18年度～平成22年度の総収入の推移
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図3　平成18年度～平成22年度の総支出の推移
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※

【保険給付費】
　図４は、年間の保険給付費と一人当たりの保険給
付費額の推移です。
　年間保険給付費は、平成18年度を100％とした場
合、平成22年度は133％に増加しています。一人当
たりの保険給付費についても平成18年度を100％と
した場合、平成22年度は127％に増加しています。
　平成23年度以降も増加傾向は続くものと思われます。

【高額療養費】
　図５は、高額療養費とその支給件数の推移です。
　支給金額は、平成18年度を100％とした場合、平
成22年度は160％に増加しており、同様に支給件数
は178％になっています。
　特に特退被保険者とその扶養者についての増加傾
向が顕著で、平成18年度を100％とした場合、平成
22年度は189％に増加しており、同様に支給件数は
228％になっています。
　ここ数年、心臓疾患、脳疾患、がんなどの医療費
が高額となる疾患が増えており、それによる高額療
養費の給付が増加しています。

高額療養費とは、窓口で支払う自己負担額（医療費の原則
３割）が高額になったときに患者の負担軽減を図るために
自己負担限度額を超えた額を健康保険から支給する法定給
付費です。

【疾病予防費】
　図６は、疾病予防費の推移です。平成19年度から
21年度にかけてPET検診補助、脳ドック補助、イン
フルエンザ予防接種補助を新規に導入したため、こ
の間の事業費が増加していますが、人間ドック等の
他の健診補助事業と併せて、毎年同程度の予算規模
で実施しています。

　厳しい財政状況にありますが、疾病予防に重点を
置くことで、組合員の健康管理をサポートし、将来の
保険給付費の増加抑制にもつなげたいと考えています。
　なお、平成22年度は一般被保険者（事業所所属の
被保険者）の人間ドック等の受診者数が前年度より
減少したため実績も減少しています。

図4　平成18年度～平成22年度の保険給付費の推移
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図5　平成18年度～平成22年度の高額医療費の推移
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図6　平成18年度～平成22年度の疾病予防費の推移
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　当組合の保険給付費は年々増加しております。一
方、医療費の増加抑制につながる疾病予防事業とし
て、特定健診・特定保健指導を含めた人間ドックを
中心とする健診事業を継続して実施しています。

　今回、決算関連の参考数値として、保険給付費、
高額療養費、疾病予防費の３つを採り上げて、平成
18年度から平成22年度の５年間における推移をご
紹介します。

決　算　関　連　参　考　数　値
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健保組合を取り巻く環境

　長引く不況による総報酬や被保険者の減少、増加
を続ける医療費や高齢者医療支援のための納付金・
拠出金負担により、健保連による平成23年度早期予
算集計では健保組合全体で経常収支赤字額は6,089
億円となり、保険料率を引き上げた組合は527組合
となっています。

　前年度（予算）にくらべて、赤字額は減少したも
のの、これは保険料率の引き上げ等による保険料収
入の増加によるものであり、健保組合財政は依然と
して厳しい状況が続いています。
　少子高齢化の進展により65歳以上の高齢者は増加
し、65歳未満の現役世代は減少してきました。今後
もこの傾向は続くと予測されています。高齢者と現
役世代の人口比率は平成２年度には１：7.3でしたが、
現在は１：3.5になり、10年後の平成32年度には１：
2.5になると予想されています。高齢者の１人当たり
国民医療費は現役世代の約4.2倍で、高齢者の増加と
ともに医療費が急激に増加していくことは避けられ
ないことになります。

　一方、新たな高齢者医療制度の再構築が進められ
ており、高齢者医療制度改革会議の最終とりまとめ
では平成25年４月から新制度が施行される予定と
なっていますが、法案化作業が難航しており不透明
な状況です。

　現下の経済状況や医療費の動向を考えると組合を
取り巻く環境が改善されることは考えにくく、各健
保組合においては、組合員の健康増進のためそれぞ
れ財政状況に応じた事業を効率的に展開するととも
に診療報酬明細書の点検強化、ジェネリック医薬品

（後発医薬品）の利用促進等の医療費適正化策の推
進や健診・レセプトデータの有効活用等により、健
保組合の保険者機能の強化を図るべく一層の取り組
みが求められることとなります。

　当組合におきましても、医療費節減に向けて疾病
予防を中心とした保健事業を積極的に進める一方、
組合員へのサービスおよびＩＴ化を含めた事務処理
効率化の推進に努めていきます。
　組合員の皆様におかれましては、当組合の現況を
ご理解の上、引き続き健康管理と疾病予防に努めて
いただくことで、医療費の節減と組合財政の健全化
について、より一層のご理解とご協力くださいます
ようお願い申し上げます。

　毎年10月は健康保険組合連合会が定めた「健康強
調月間」です。今年度のスローガンは、 「あなたの健
康、見つめる1か月〜健康寿命をのばそう〜」です。
　当組合もこの期間に合わせて、胃・大腸健診を次の
とおり実施しますので、積極的に参加してください。

お知らせとお願い

胃・大腸健診

検査の目的 胃・大腸疾患（がんを含む）の早期発
見のための健診です

検 査 方 法 胃部のレントゲン検査と検便

実 施 時 期 事業所により異なります

対　象　者
健診日現在、被保険者全員
（ただし、人間ドック受診者・任継者・
特退者は除く）

自己負担金 なし

備　　　考
胃がんは罹患率が高く、大腸がんは罹
患率が増加しているため、ぜひとも受
診してください

　● 胃・大腸健診について
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　平成23年10月１日から、季節性インフルエンザ予
防接種費用の一部補助の申請受付を開始します。

　申請方法等につきましては、以下のとおり昨年度
と同様です。詳細につきましては、組合ホームペー
ジをご覧願います。
　なお、平成23年３月31日以前に発生しました新型
インフルエンザについては、平成23年４月１日以降、
季節性インフルエンザとして取り扱うこととなりま
した。（「厚生労働省からのお知らせ」による）

（１）対象者等：接種日現在、組合員である方とします。
（２）補助期間：原則として毎年10月１日から翌年１
月末日までに接種した場合とします。

（３）補助回数：補助期間において組合員１人につき
１回の補助をします。

（４）補助金額：組合員1人につき2,000円を上限に補
助します。
　なお、接種料金が2,000円未満の場合は、税込みの
実費を補助します。

（５）自治体の助成制度の併用：65歳以上を対象とし
た高齢者助成制度（法定制度）を利用して予防接種
を受けた場合は、一律1,000円を支給します。
　ただし、医療機関の窓口で支払う個人負担額が発
生しない場合、組合からの補助は支給しません。

（６）申請期間：毎年10月１日から翌年２月末日（申
請書の組合必着）までとします。

（７）申請方法：組合所定の申請書に必要事項を記入
し、医療機関の領収書を添付して申請してください。
なお、医療機関が発行するレシートは原則不可とし
ます。領収書には、①医療機関名　②接種日　③接
種を受けた人の氏名　④予防接種の名称　⑤接種料
金の記載が必要です。申請は、世帯ごとに１枚の申
請書にまとめて申請するものとし、所定の申請期間
以外の申請については、認めないものとします。

（８）支給方法：現金給付と同様に取り扱います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　

　組合ホームページのジェネリック医薬品に関する
専用コンテンツ「ジェネリック医薬品の活用を！」
についてご紹介します。

  「ジェネリック医薬品の活用を！」は、①ジェネリッ
ク医薬品の基本的な説明、②代表的な薬とジェネリッ
ク医薬品の値段の比較、③Ｑ＆Ａ、④「ジェネリッ
ク医薬品お願いカード」などから構成されており、
分かりやすく説明してありますので、関心のある方
はぜひともお読みください。④の「ジェネリック医
薬品お願いカード」は、必要なときに組合員がホー
ムページから直接印刷し、そのまま切り取って医療
機関・薬局へ提示できるようにしてありますので、
積極的にご利用ください。
●情報も上手に活用
　また、組合ホームページの「リンク集」には「か
んじゃさんの薬箱」と「GENERIC GUIDE」を設けて
あります。「かんじゃさんの薬箱」は、組合員の方自
らがジェネリック医薬品を検索できるサイトです。

「GENERIC GUIDE」は、すでに処方されている先発薬
に対応する同じ成分・効能のジェネリック医薬品を
検索できるサイトで、その薬価の差も自動的に計算
して表示されます。ジェネリック医薬品へ切り替え
ることを検討されている組合員の方は、本サイトに
アクセスしてみてください。
　特に高血圧症や糖尿病など、長期にわたり薬を服用
する方は大きく薬代を
減らすことができます。
　いきなりジェネリッ
ク医薬品に切り替える
のに抵抗がある場合
は、「お試し調剤（分
割調剤）」として最初
の１～２週間だけ服用
することも可能です。
●家計にも健保にもメリットがある
　年間35兆円（平成21年度）にものぼる国民医療費
の約２割が薬代となっています。当組合の平成22年
度決算においても薬代は2億83百万円となり、法定給
付費の15.7％を占めています。ジェネリック医薬品
を利用することで、組合員の皆様の医療費自己負担
が軽減されるのはもちろん、健康保険組合が負担す
る保険給付費の節減につながるのがメリットです。
　なお、ジェネリック医薬品の利用については、医師、
薬剤師と十分相談し、納得した上で利用してください。

新薬とジェネリック医薬品
の自己負担の比較
■高血圧症治療薬（代表的なもの）
　1日1回１錠を１年間服用した場合
　の3割負担分（薬代のみ）

新薬………………
　　 17,520円／年

ジェネリック……
　　1,095円／年

差額　
16,425円／年

（参考：かんじゃさんの薬箱）
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●インフルエンザ予防接種
費用の一部補助について

●ジェネリック医薬品の
活用のお願い



1�組合では、年に数回、任継者・特退者の方に『健
保だより』・納入証明書・納入告知書をはじめ、
皆様へのお知らせあるいは提出をお願いする
書類など、種々送付しております。組合会か
ら送付物が届きましたら、開封して必ず中身
を確認し、同封してある書類を一読していた
だきますよう、ご協力のほど、お願いします。

4�組合に電話で問い合わせいただく場合、事業所
勤務の方は会社名とお名前を、任意継続被保険
者および特例退職被保険者の方はお名前と保険
証の記号・番号を必ず伝えていただくようお願
いします。また、組合ホームページからＥメー
ルにて問い合わせをする場合も同様に、当組合
の加入者であることがわかるよう、事業所名、
氏名（家族の方は被保険者の氏名とご自身の氏
名）、保険証の記号・番号を必ず明記願います。

3�日揮健康保険組合のホームページは加入者に限
定して公開しているため、ヤフー、グーグルな
ど（インターネット検索ソフト）では閲覧でき
ません。必ず、インターネット検索ソフトのア
ドレスバーに組合
のアドレスを入力
して、トップページ
を表示させ、ユーザ
ー名とパスワードを
入力してください。

2�当組合ホームページのアドレス・ユーザー名・
パスワードについて、組合に電話でお尋ねい
ただくケースが増えています。『健保だより』
には毎号これを掲載していますので、過去２
年程はお手元においていただければ、加入員
の皆様のお手間も省けると思いますので、お
役立てください。

組合からのお願い

　● 健康保険組合議員総選挙実施のお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　● 組合加入事業所の動き　　　　　　　　　

　平成23年４月１日付で「財団法人　日揮・実吉奨学会」は「公益財団法人　日揮・実吉奨学会」に、名称を変更しました。

選定議員

役　職 氏　名 所属事業所

理  事  長 野原　延孝 日　揮　㈱

常務理事 高橋　　茂 日揮健康保険組合

理　　事 板倉　岳史 日揮情報システム㈱

理　　事 小林　數馬 日揮触媒化成㈱

監　　事 川名　信博 日揮プランテック㈱

議　　員 稲田　二郎 日　揮　㈱

議　　員 上原　修嗣 日　揮　㈱

議　　員 小西　正人 日本エヌ・ユー・エス㈱

議　　員 林　　　皇 日揮ビジネスサービス㈱

議　　員 和泉　智彦 日揮プラントソリューション㈱

互選議員

役　職 氏　名 所属事業所

理　　事 志村　晴雪 日　揮　㈱

理　　事 立原　　均 日揮ユニバーサル㈱

理　　事 川村　憲司 日揮プラントソリューション㈱

理　　事 山本　研三 特例退職被保険者

監　　事 茂垣　孝之 日　揮　㈱

議　　員 中西　　啓 日　揮　㈱

議　　員 来島盛一郎 日　揮　㈱

議　　員 小林　鋼太 日揮プランテック㈱

議　　員 山縣　英司 日揮情報システム㈱

議　　員 釘宮　裕之 日揮触媒化成㈱

　平成 23年５月 24日に任期満了に伴う議員総選挙を実

施し、下記 20名の議員（選定議員 10名・互選議員 10名）

が選任・選出されました。また、同時に８名の理事と２

名の監事が選出され、新理事の中から理事長が選出され

ました。任期は、平成 23年５月 24日から平成 26年５

月 23日までの３年間です。

　なお、５月 23 日で退任されました前議員の方々につ

きましては、任期中のご尽力に対し本紙面をお借りして

お礼を申し上げます。

注）5 月 24 日時点の所属事業所による
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